
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 斐伊川放水路環境モニタリング協議会 
 

 

～ 工事中モニタリング調査結果データ等 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 3 月 24 日 
 

 

参考資料 1 



 

 

 

目     次 

 

1. 斐伊川放水路に係る調査の実施状況 ............................................................................................. 1 

2. 河川形状等の変遷 ............................................................................................................. 6 

3. 植生図の経年変化 ............................................................................................................ 13 
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図 1-1 斐伊川放水路事業に関する既存データの整理

斐伊川放水路事業
環境影響評価書(H5.11)

斐伊川放水路事業
環境影響評価準備書(H5.2)

オオタカ営巣
調査（C谷）

ミクリ・ミズアオ
イ・タコノアシ

オオタカ営巣
調査（B谷）

オオタカ営巣
調査（A谷）

ナンゴクウ
ラシマソウ

池沼・小沢生物

(残土処分地)
ヒシクイ

ゲンジボタル

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度 オオタカ営巣
調査（B谷）

ミクリ・ミズアオ
イ・タコノアシ ヒシクイ

平成9年度 オオタカ営巣
調査（C谷）

タコノアシモニタ
リング

植生予
察図

平成10年度

平成11年度 植生図
(秋)

植物
(夏・秋)

哺乳類
(夏・秋)

鳥類
(夏・秋・

両生類
(夏)

爬虫類
(秋)

魚介類
(夏・秋)

底生
(夏・秋)

昆虫類
(夏・秋)

平成12年度 鳥類
(春)

両生類
(春)

爬虫類
(春)

魚介類
(春・夏・秋)

底生
(夏・秋)

昆虫類
(春)

※神戸堰の改築と斐伊川放水路設置の影響把握のため神戸堰下流に地点を追加

重要種保全対策モニタリング

植生図
S54 植物 哺乳類鳥類 両生類 爬虫類魚類

甲殻類
貝類 昆虫類

平成13年度

平成14年度 植物
(春・夏)

哺乳類
(春)

鳥類
(繁・秋)

両生類
(春)

爬虫類
(春)

魚介類
(春)

底生
(春)

昆虫類
(春)

河川
形態

アユ
遡上

平成22年度

※生息・生育基盤と生物とのかかわりを調査

平成19年度

ワンド

工事中モニタリング

St.1：河口部周辺（0～0.2km）

St.2：くにびき海岸・大橋周辺（0.8～1.2km)

St.3：人工掘削地(2.0～2.5km)

St.4：ヤナギ類・タケ類に覆われた河岸(2.0～3.0km)

St.5：妙見橋～境橋(3.2～4.8km)

St.6：人工掘削地(5.0～5.5km)

St.7：神門橋下流(6.0～6.4km)

St.8：神門橋上流(6.8～7.2km)

St.9：神戸堰下流(7.5km)

St.10：神戸堰上流(7.6km)

St.11：古志橋周辺(8.0～9.0km)

St.12：放水路・神戸川合流点(10.0～10.3km)

St.13：人工掘削地(10.75～11.25km)

St.14： 上流部(11.7～12.0km)

河川環境の変化の把握

生物相陸域生態系 水域生態系

河床
材料

工事前調査

断面
模式図

※オオタカ営巣地は確認されず。

※ミクリ、ミズアオイは確認されず。

※ヒシクイはアセス後に

新たに見つかった種

H8.12空中写真

※文献＋現地調査

工事

本格

着手
H6～

池沼：グリーンステップ予定地のため池及びその周辺

St.1：神戸川河口部（0～1km）

St.2：妙見橋上流部（3～4km)

St.3：神戸橋下流部(5.5～6.5km)

St.4：神戸堰下流部(7～7.5km)

St.5：馬木地区(10.5～11.5km)

ワンド

鳥類
(夏・秋・

冬)

底生
(夏・冬)

断面
模式図

タコノアシモニタ
リング

・妙見橋

・馬木

魚介類
(夏・秋)

※志津見ダムのモニタリング

・妙見橋

・馬木のみ



 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 斐伊川放水路事業に関する既存調査地点位置図
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表 1-1 斐伊川放水路事業における魚類調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
夏季 秋季 冬季 春季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 平成 12 年 8月 17～18 日 平成 11 年 8月 2～4日、10 月

12～15 日 

平成 12 年 10 月 10～11 日 

 平成 12 年 5月 29～6月 2日、 51 種の魚類が確認された。 

【重要種】：9種 

ニホンウナギ、ヤリタナゴ、カワヒガイ、タモロコ、ドジョウ、スジシマドジョウ、

メダカ、カマキリ、オオヨシノボリ 

H14 年度モニタリング 平成 15 年 6月 2～6日    44 種が確認された。 

【重要種】：7種 

スナヤツメ南方種、ニホンウナギ、カワヒガイ、タモロコ、ドジョウ、メダカ南日

本集団、カマキリ 

H19 年度モニタリング 平成 19 年 7月 19 日、30 日 

平成 19 年 8月 1～2日 

   32 種が確認された。 

【重要種】：7種 

スナヤツメ南方種、ニホンウナギ、ゲンゴロウブナ、カワヒガイ、タモロコ、メダ

カ南日本集団、オオヨシノボリ 

表 1-2 斐伊川放水路事業における底生動物調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
春季 夏季 秋季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 平成 12 年 5月 29 日～6月 2 日 

（甲殻類のみ） 

平成 11 年 8月 2～4日 

平成 12 年 8月 17～18 日 

平成 11 年 10 月 12～15 日 

平成 12 年 10 月 10～11 日 

106 種が確認された。 

【重要種】：6種 

モノアラガイ、ヤマトシジミ、マシジミ、ヒガタスナホリムシ、ナゴヤサナエ、キ

イロヤマトンボ 

H14 年度モニタリング 
－ 

平成 15 年 6月 2～6日 
－ 

157 種が確認された。 

【重要種】：2種 

ヤマトシジミ、マシジミ 

H19 年度モニタリング 

－ 

平成 19 年 6月 20～27 日 

－ 

169 種が確認された。 

【重要種】：10 種 

クロダカワニナ、モノアラガイ、ヒラマキガイモドキ、ヤマトシジミ、キイロサナ

エ、アオサナエ、ナゴヤサナエ、マイコアカネ、ビワアシエダトビケラ、ヨコミゾ

ドロムシ 

表 1-3 斐伊川放水路事業における植物調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
春季 夏季 秋季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 

－ 

平成 11 年 8月 16～20 日、 

 

平成 11 年 10 月 12～15 日 572 種が確認された。 

【重要種】：6種 

ミズワラビ、タコノアシ、 

ミズマツバ、カラスシキミ、クルマバアカネ、ヨウラクラン 

H14 年度モニタリング 平成 15 年 5月 23～26 日 

 

平成 15 年 8月 28～29 日 

－ 

513 種が確認された。 

【重要種】：5種 

タコノアシ、ハマナス、カワヂシャ、センニンモ、オオトリゲモ 

H19 年度モニタリング 平成 19 年 5月 28～29 日、 

 － 

平成 19 年 9月 6～7日 217 種が確認された。 

【重要種】：4種 

タコノアシ、カワヂシャ、イヌタヌキモ、オオトリゲモ 

注）「モニタリング（Ｈ11～12 年度）」は H11-12 放水路環境モニタリング調査業務（H12.3、H13.2）、「H14 年度モニタリング」は H14 放水路生物調査業務（H15.12）、「H19 年度モニタリング」は H19 放水路環境モニタリング調

査業務（H20.3）を示す。 
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表 1-4 斐伊川放水路事業における鳥類調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
夏季 秋季 冬季 春季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 平成 11 年 7月 30～8月 1日 平成 11 年 9月 9日～11 日 平成 12 年 1月 6～9日 平成 12 年 5月 31～6月 3日 83 種の鳥類が確認された。 

【重要種】：14 種 

ササゴイ、チュウサギ、クロサギ、オオハクチョウ、コハクチョウ、ミサゴ、ハチ

クマ、オオタカ、ハイイロチュウヒ、ハヤブサ、チョウゲンボウ、イカルチドリ、

シロチドリ、ハマシギ 

H14 年度モニタリング 平成 15 年 6月 2～5日 平成 9月 18～21 日 

－ － 

69 種が確認された。 

【重要種】：11 種 

チュウサギ、オシドリ、ミサゴ、ハチクマ、チュウヒ、ハヤブサ、マナヅル、シロ

チドリ、タカブシギ、ホウロクシギ、ノビタキ 

H19 年度モニタリング 平成 19 年 6月 10～11 日 

－ 

平成 20 年 1月 28～29 日 

－ 

62 種が確認された。 

【重要種】：11 種 

ヨシゴイ、コハクチョウ、オシドリ、ミサゴ、オオタカ、ハイイロチュウヒ、ハヤ

ブサ、タンチョウ、ヒクイナ、コミミズク、ホオアカ 

表 1-5 斐伊川放水路事業における両生類・爬虫類調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
夏季 秋季 冬季 春季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 平成 11 年 7月 29～31 日 平成 11 年 10 月 12～15 日 

－ 

平成 12 年 5月 29～31 日 7 種の両生類、6種の爬虫類が確認された。 

【重要種】：4種 

アカハライモリ、トノサマガエル、ニホンイシガメ、ニホンスッポン 

H14 年度モニタリング 

－ － － 

平成 15 年 6月 2～6日※ 7 種の両生類、4種の爬虫類が確認された。 

【重要種】：3種 

トノサマガエル、カジカガエル、ニホンイシガメ 

※H14 年度 6月調査について、両生類・爬虫類の確認状況を考慮して春調査として扱った。 

表 1-6 斐伊川放水路事業における哺乳類調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
夏季 秋季 冬季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 平成 11 年 7月 29～31 日 

 
－ 

平成 11 年 10 月 12～15 日 7 科 10 種の哺乳類が確認された。 

【重要種】：確認なし 

H14 年度モニタリング 平成 15 年 6月 2～6日 

－ － 

10 種が確認された。 

【重要種】：1種 

イタチ属の一種 

注）「モニタリング（Ｈ11～12 年度）」は H11-12 放水路環境モニタリング調査業務（H12.3、H13.2）、「H14 年度モニタリング」は H14 放水路生物調査業務（H15.12）、「H19 年度モニタリング」は H19 放水路環境モニタリング調

査業務（H20.3）を示す。 
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表 1-7 斐伊川放水路事業における陸上昆虫類調査実施状況 

区分 報告書 
調査実施状況 

確認状況 
夏季 秋季 春季 

工事中 モニタリング（Ｈ11～12 年度） 平成 11 年 8月 16～19 日 平成 10 月 12～15 日 平成 12 年 5月 30～6月 3日 698 種が確認された。 

【重要種】：20 種 

ツマグロキチョウ、オオヒョウタンゴミムシ、ハラビロハンミョウ、コオナガミズ

スマシ、コガムシ、ガムシ、ヤマトモンシデムシ、ヤマトスナハキバチ、クロマル

ハナバチ、クツワムシ、ハタケノウマオイ、カヤキリ、ハマスズ、スケバハゴロモ、

ヒメマダラナガカメムシ、ジャコウアゲハ、オオズグロメバエ、キイロテントウゴ

ミムシダマシ、ネジロハキリバチ、コウベキヌゲハキリバチ 

H14 年度モニタリング 平成 15 年 6月 2～6日 

－ － 

654 種が確認された。 

【重要種】：9種 

アオハダトンボ、オオヒョウタンゴミムシ、アイヌハンミョウ、マルガタゲンゴロ

ウ、ケシゲンゴロウ、コガムシ、クロマルハナバチ、ムスジイトトンボ、ハマスズ、

ヒゲナガサシガメ 

注）「モニタリング（Ｈ11～12 年度）」は H11-12 放水路環境モニタリング調査業務（H12.3、H13.2）、「H14 年度モニタリング」は H14 放水路生物調査業務（H15.12）を示す。 
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2. 河川形状等の変遷 
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0k～2kの河川形状の変遷

工事前

工事中

工事後

架橋

築堤

築堤

河道拡幅

架橋

橋梁撤去

河道拡幅
築堤

河道拡幅
築堤

導流堤整備

架橋

河道拡幅

築堤築堤

河道拡幅

築堤

高水敷整備

高水敷整備

高水敷整備

導流堤整備

水門・排水機場整備

樋門整備
樋門整備
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河道拡幅
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2k～4kの河川形状の変遷

河道拡幅

築堤築堤

工事前

工事中

工事後

築堤

河道拡幅

橋梁架替

築堤

築堤

築堤

築堤
築堤
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河道拡幅

河道拡幅

河道拡幅

河道拡幅

高水敷整備
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樋門整備
堤防嵩上げ
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4k～6kの河川形状の変遷

工事前

工事中

工事後

河道拡幅

築堤
築堤

築堤
築堤

築堤
築堤

築堤
築堤

河道拡幅

河道拡幅

河道拡幅

築堤

河道拡幅

築堤
橋梁架替

築堤

築堤
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6k～8kの河川形状の変遷

工事前

工事中

工事後

築堤

河道拡幅

堰改築

河道拡幅

築堤

河道掘削

築堤

築堤
築堤

堤防嵩上げ

堤防嵩上げ

河道拡幅

河道拡幅

橋梁架替

築堤

樋門整備

築堤

築堤

築堤

築堤

堰改築

築堤
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8k～10kの河川形状の変遷

工事前

工事中

工事後

築堤

河道拡幅

合流部整備

河道掘削
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河道拡幅
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築堤

築堤

築堤

築堤
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河川改修

樋門整備

河川改修

樋門整備

河川改修

放水路整備
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放水路合流点より上流の河川形状の変遷

工事前

工事中

工事後

合流部整備

堤防嵩上げ
河道拡幅

堤防嵩上げ 河道拡幅放水路整備

道路付替・架橋

築堤

築堤

築堤

放水路整備

合流部整備

河道拡幅
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3. 植生図の経年変化 
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図 3-1 植生図の変遷(0k～2k) 

砂州が形成されヨシ群落が発達

砂州が消失
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図 3-2 植生図の変遷(2k～4k) 

砂州が消失

クワ畑として利用されて
いた砂州が流され、湿生
群落が成立 
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図 3-3 植生図の変遷(4k～6k) 

クワ畑がクズ群
落やセイタカア
ワダチソウ群落
に変化 

クズ群落やセイ
タカアワダチソ
ウ群落からオギ
群落に変化 

河道拡幅 
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図 3-4 植生図の変遷(6k～8k) 

拡幅の影響がなく、低水路の植生維持されている
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図 3-5 植生図の変遷(8k～10k) 

河道拡幅 



 

19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 植生図の変遷(放水路合流点より上流) 
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